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るポリエチレンオキシド， (J1) らせん，ポリイソプチレン， (%)らせん，および均ーらせんより




明らかにしたことになる。一方， i t ポリプロピレンについての結果はX線解析の結果と一致してほと
んど均ーな(7i')らせん構造で，分子間相互作用によってこのコンブォーメーションがほとんど影響
を受けないことを示している。
第 2 部 ポリエチレンオキシベンゾエートα 型の結晶構造解析
このポリマーは構造単位中には骨格のみれると図の 5 個の(←OQCO-O-CH:iーCHi一) n 
tτ1 τ2τ3 τ4 '5 結合があるが，本解析のために導いた(7{)らせんパラメータ
ーの式を用いると独立なものは 3 個となる。 むを 180。と仮定す ("はo-Oc の実質的な結合軸のまわりの角)









第 3 部 アイソタクチックポリメタクル酸メチル (it PMMA) の結品構造解析




た結果， (財)らせん 2 分子鎖からなる二重らせんモデルが it PMMA の分子構造モデルとして正しい
ことを見いだした O すなわち， (~)らせんでは並進周期は 20.80A であるが， 2 分子鎖をたがいに
%周期ずらして組み合せた二重らせんでは 10.40A の実測繊維周期を満足すると共に回折強度をもよ
く説明できる結晶構造モデルが得られることがわかった。この二重らせんモデルでは 2 分子鎖の聞が
適当な tilting のためにファンデルワールス力で十分に安定化している (-4 .4 kca l/rno.eモノマー単位)。











イソタクチックポリー 4- メチルー 1- ペンテンむよびポリエチレンオキシベンゾアート α 型の結 1171構造
を決定した。後者は結品弾性率が5.9X1010 dyn/cm2でイ也の ihi分子に較べて奔しく低 l' JEP:由が[1:J題とさ
れていた高分子であるが，モノマー単行fが単{i[ となった大きなジグザグ構造をとっていることを兄，rH
し k記の理由を明らかにすることが出来た。 ti\:1 ;'f[ jではアイソタクチックポリメタクリル椴メチルの
あi;A71構造を決定した。その結果，このポリマーがDNAのように 2 本の分 fι11のより合った二重らせ
ん構造をとることを明らかにした。これは合!皮肉分子としては初めての例である。
以上草薙君の論文は複雑な高分子の構造決定を可能とする新しい方法を樹立したものであって，理
学博士の学位論文として十分価値あるものと認める。
』斗ム??
